
僧
侶
養
成
機
関
と
し
て
始
め
ら
れ
た
教
育
機
関
が
、
大
正
期
か
ら
の

仏
教
専
門
学
校
の
時
代
を
経
て
、
学
制
改
革
に
と
も
な
い
一
般
学
生

に
門
戸
を
開
い
た
佛
教
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
教
の
精
神
と

本
学
の
教
育
理
念
こ
そ
一
般
の
人
達
の
生
き
方
に
益
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
然
上
人
の
「
時
機
相
応
」
の
精

神
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
文
学
部
・
教
育
学
部
・
社

会
学
部
・
社
会
福
祉
学
部
・
保
健
医
療
技
術
学
部
の
五
学
部
を
有
す

る
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
本
学
は
大
学
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
た
め
に
、
い
ち

早
く
通
信
教
育
課
程
を
開
設
し
、
六
〇
年
を
経
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
名
実
と
も
に
「
人
間
を
見
つ
め
る
開
か
れ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
」
の
標
語
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

本
年
度
学
生
在
籍
者
（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
日
現
在
）
は
通
学
課

程
六
四
八
一
名
、
通
信
課
程
一
万
五
九
二
五
名
で
あ
る
。

現
代
、
全
て
の
人
に
開
か
れ
た
大
学
は
、
時
代
や
社
会
の
変
化
に

と
も
な
っ
て
大
き
く
様
変
わ
り
を
し
て
き
て
い
る
。
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
大
学
が
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
学
生
の
意
識
も
多

種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
も
ま
た

多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
に
お
け
る
学

生
支
援
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
学
生
支
援
は
教
授
陣
に
よ
る
充
実
し

た
内
容
の
素
晴
ら
し
い
授
業
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
今
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
対
応
し
た
指
導
も
極
め
て
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
正
に
学
生
の
資
質
・
性
向
に
即
応
し
た

教
育
支
援
（
こ
れ
を
仏
教
で
は
「
対
機
説
法
」
と
い
う
）
が
必
要
な

の
で
あ
る
。
本
学
で
は
学
生
支
援
の
方
針
と
し
て
「
学
生
諸
君
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
生
き
る
上
で
遭
遇
す
る
い
か
な
る
難
題
に
も
勇
猛

果
敢
に
立
ち
向
か
い
、
自
ら
解
決
し
、
生
き
る
力
へ
と
転
換
す
る
こ

と
の
で
き
る
人
間
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
立
て
て
い
る
。
学
生
の

目
線
に
立
ち
、
生
涯
に
渡
っ
た
視
野
に
お
い
て
学
生
支
援
を
見
据
え

て
い
こ
う
と
す
る
の
が
本
学
の
学
生
支
援
の
在
り
方
で
あ
る
。

障
害
者
支
援

仏
教
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
大
学
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
特
に
通
信
教
育
課
程
に
お
い
て
「
人
間
を
見
つ
め
る
開
か

れ
た
大
学
」
の
標
語
の
下
に
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

学
べ
る
大
学
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
全
学
一
致
の
理
解
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
学
生
に
教
育
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
障
害
を
持
つ
学
生
に

対
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

基
本
と
な
る
指
針
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

基
本
姿
勢
等
を
示
し
て
お
き
た
い
。
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は
じ
め
に

充
実
し
た
内
容
の
あ
る
授
業
を
施
す
こ
と
が
大
学
の
使
命
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
現
今
は
、
授
業
を
通
し
て
自

ら
の
大
学
の
精
神
や
理
念
に
基
づ
く
人
間
育
成
を
行
う
こ
と
が
大
学

に
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
現
学
長
が
就
任
時
に
示
さ
れ
た

本
学
の
教
育
指
針
は
充
実
し
た
教
育
研
究
と
学
生
支
援
で
あ
っ
た
。

今
こ
こ
に
そ
の
学
生
支
援
、
特
に
障
害
学
生
支
援
に
関
わ
る
実
状
を

紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

大
学
の
理
念
と
現
状

佛
教
大
学
は
そ
の
名
称
が
示
す
と
お
り
、
仏
教
を
建
学
の
精
神
と

す
る
大
学
で
あ
る
。

そ
の
精
神
と
は
全
て
の
人
間
は
悟
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
仏
と
呼

ば
れ
る
理
想
的
人
格
を
形
成
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
、
そ
れ
を
生
き
る
力
の
根
底
に
し
、
思
考
・
行
動
・
情
意
の
基
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
本
学
は

＜

内
な
る
自
己

の
発
見

＞
＜

他
者
と
の
共
存

＞
＜

人
間
力
の
涵
養

＞

を
教
育
の
理
念
・

目
的
と
し
て
、
「
自
立
と

共
生
」
い
わ

ば
菩

薩
道
に
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
人
間
育
成
の
教
育
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
浄

土
宗
の
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●
事
例
紹
介

●

佛
教
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
実
状
と
展
望

田
中

典
彦

（
佛
教
大
学
副
学
長
）



支
援
の
流
れ
と
分
担

入
学
前
に
つ
い
て

通
学
課
程
で
は
、
障
害
を
有
す
る
方
が
本
学
受
験
を
希
望
さ
れ
た

場
合
は
必
ず
入
試
課
ま
で
連
絡
を
も
ら
い
、
事
前
面
談
を
行
う
。

こ
の
面
談
で
は
受
験
希
望
学
科
の
教
員
、
障
害
者
就
学
委
員
会
委

員
の
教
員
、
入
試
課
、
教
務
課
、
学
生
課
の
担
当
者
が
入
り
、
現
在

大
学
で
行
っ
て
い
る
教
学
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
授
業
保
障
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
、
受
験
時
の
配
慮
等
を
伝
え
る
。
こ
の
時
に
受
験
生
か
ら

の
質
問
も
確
認
し
、
大
学
と
し
て
で
き
る
支
援
、
で
き
な
い
支
援
を

は
っ
き
り
伝
え
て
お
く
。

通
信
教
育
部
で
は
、
「
身
体
障
害
状
況
連
絡
票
」
を
志
願
書
受
付

期
間
の
一
ヶ
月
前
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
用
紙
が
提

出
さ
れ
次
第
、
志
願
課
程
お
よ
び
障
害
状
況
を
確
認
し
、
ま
た
必
要

に
応
じ
事
前
確
認
（
面
談
）
を
大
学
内
に
て
志
願
課
程
教
員
（
通
信

教
育
担
当
主
任
）
・
事
務
局
同
席
の
も
と
実
施
す
る
。

こ
の
事
前
確
認
は
、
入
学
を
判
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
障
害
状

況
の
詳
細
や
志
望
動
機
を
本
人
に
確
認
し
、
入
学
後
の
履
修
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
事
前
確
認
実
施
後
に
は
、
当

日
説
明
し
た
内
容
を
文
書
に
し
て
送
付
す
る
。
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図１ ［平成19年度障害学生在籍者数］ 平成19年5月1日現在

学 部 名
障害者

学生数

左 の 内 訳

視覚障害学生 聴覚障害学生 肢体不自由学生
その他教育上特別な

配慮をしている学生

通学課程

文学部

教育学部

社会学部

社会福祉学部

19

5

3

4

7

1

1

4

1

3

1

1

13

4

3

3

3

通信教育課程

文学部

教育学部

社会学部

社会福祉学部

文学研究科

社会学研究科

40

9

17

1

10

1

2

7

2

5

18

6

11

1

7

2

4

1

8

3

2

1

1

1

計 59 8 22 8 21

佛
教
大
学
の
基
本
方
針

【
障
害
を
有
す
る
学
生
の
修
学
援
助
に
関
す
る
基
本
姿
勢
】

一
教
育
の
機
会
均
等
を
保
証
す
る
た
め
、
ま
た
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
を
具
現
す
る
た
め
、
障
害
を
有
す
る
学
生
が
、

で
き
る
限
り
支
障
な
く
講
義
等
を
理
解
で
き
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

二
こ
の
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
本
来
国
の
責
任
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
学
は
独
自
の
努
力
に
よ
り
、
必
要

な
条
件
を
整
え
て
い
く
も
の
と
す
る
。

三
上
記
の
目
標
に
留
意
し
つ
つ
、
本
学
の
当
面
の
措
置
を
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
学
生
の
主
体
的
努
力
と
大
学

の
援
助
に
基
づ
く
相
互
の
協
力
に
負
う
も
の
と
す
る
。

【
当
面
の
措
置
】

一
障
害
を
有
す
る
学
生
が
受
講
す
る
講
義
等
の
担
当
教
員
に
対

し
、
当
該
学
生
の
障
害
に
つ
い
て
通
知
し
、
特
別
の
配
慮
を
要

請
す
る
。

二
講
義
等
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
内
容
・
方
法
は
担
当
教

員
の
責
任
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
施
に
関
し
て
、

大
学
が
援
助
し
得
る
限
り
は
、
担
当
教
員
の
要
請
に
応
じ
て
、

こ
れ
を
行
う
。

三
障
害
を
有
す
る
学
生
の
学
習
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
器
材
・

人
員
の
調
達
等
は
、
学
生
の
要
望
に
基
づ
き
、
大
学
が
検
討
の

う
え
可
能
な
限
り
行
う
も
の
と
す
る
。

支
援
体
制

障
害
者
支
援
が
常
に
全
学
に
お
い
て
十
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
通
学
課
程
・
通
信
課
程
に
ま
た
が
る
独
立
し
た
委
員
会
と
し

て
「
障
害
者
就
学
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
の
も

と
に
教
学
部
・
入
試
部
・
学
生
部
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
・
総
務
部
・

通
信
教
育
部
が
連
携
し
支
援
を
し
て
い
る
。

障
害
学
生
の
授
業
保
障
を
中
心
と
し
た
学
生
支
援
に
は
、
障
害
学

生
に
対
す
る
本
学
の
支
援
体
制
を
詳
細
に
伝
え
る
こ
と
、
授
業
担
当

教
員
に
対
し
て
は
支
援
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
学
生
・
教
員
・
職
員
が
連
携
し
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
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は
、
障
害
学
生
と
面
談
の
う
え
、
学
科
教
員
や
担
当
教
員
と
も
相
談

し
場
合
に
よ
っ
て
は
教
科
の
振
替
等
の
対
応
を
し
て
い
く
。

常
に
障
害
学
生
が
教
職
員
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な

体
制
を
持
ち
、
意
見
を
出
し
合
う
事
に
よ
り
、
最
も
理
解
し
や
す
い

方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

通
信
教
育
部
の
履
修
に
お
い
て
は
、
【
リ
ポ
ー
ト
の
作
成
】
点
字

に
よ
る
作
成
お
よ
び
代
筆
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
な
ど
媒
体
に
よ
る
提
出
、

テ
ー
プ
録
音
に
よ
る
音
声
で
の
提
出
は
認
め
て
い
な
い
。
【
科
目
最

終
試
験
】
ワ
ー
プ
ロ
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
点
字
板
の
使
用
な
ど
配

慮
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
学
（
京
都
会
場
）
で
の
受
験
に
限
り
、

�別
室
受
験

�と
し
て
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
所
定
時
間
に
答
案
作

成
が
で
き
な
い
場
合
は
、
所
定
の
試
験
時
間
の
一
・
五
倍
を
最
長
と

し
て
障
害
の
程
度
に
よ
り
認
め
て
い
る
。

視
覚
障
害
で
試
験
問
題
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
日
本

語
に
よ
る
出
題
形
式
の
試
験
問
題
に
つ
い
て
は
、
試
験
監
督
者
が
口

頭
に
て
読
み
上
げ
、
英
語
の
長
文
の
場
合
に
は
、
点
字
に
よ
り
出
題

し
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
試
験
問
題
の
拡
大
等
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
担
当

課
（
学
務
課
試
験
係
）
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
配
慮
し
対

応
す
る
。

聴
覚
障
害
で
試
験
時
間
に
文
書
伝
達
等
を
希
望
す
る
場
合
は
、
科

目
最
終
試
験
の
受
験
申
込
み
時
に
そ
の
都
度
、
申
し
出
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
対
応
す
る
。
【
ス
ク
ー
リ
ン
グ
】
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

時
に
介
助
依
頼
の
あ
っ
た
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
本
学
学
生
お
よ

び
他
大
学
学
生
）
の
介
助
者
を
募
集
し
支
援
す
る
。
た
だ
し
、
介
助

者
の
不
足
や
配
置
シ
フ
ト
の
関
係
で
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
適
宜

相
談
の
う
え
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
。

学
生
課

学
生
生
活
全
般
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
入
学
予
定
時
か

ら
学
科
の
教
員
、
入
試
課
、
教
務
課
、
学
生
課
の
担
当
者
が
連
携
を

と
り
、
授
業
に
お
け
る
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
手
話
通
訳
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
時
の
チ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
募
集
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
、
育
成
、

広
報
を
行
う
。

進
路
・
就
職
課

就
職
課
が
行
う
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就
職
講
座（
有
料
）、
就
職
模

擬
試
験
、
個
別
面
接
（
任
意
）
に
対
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
依
頼
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
、
聴
覚
障
害
学
生
に
は
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
ま
た
は
手
話
通

訳
の
手
配
を
、
視
覚
障
害
学
生
に
は
就
職
講
座
資
料
等
の
点
訳
を
行

う
。
ま
た
、
障
害
学
生
の
卒
業
後
の
進
路
に
向
け
て
、
公
務
員
試
験

障
害
者
枠
の
募
集
、
障
害
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
紹
介
、
ユ
ー
ス
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
案
内
等
収
集
で
き
る
情
報
を
常
に
確
保
し
て
お
く
。

ま
た
、
障
害
学
生
と
相
談
を
重
ね
、
学
生
が
希
望
す
る
業
種
の
求
人
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入
学
後
に
つ
い
て

入
学
が
決
定
し
た
学
生
に
対
し
入
学
式
ま
で
に

再
度
面
談
を
行
う
。
こ
の
時
に
必
ず
入
学
予
定
学

科
の
教
員
、
教
務
課
、
学
生
課
の
支
援
担
当
者
が

同
席
し
、
入
学
式
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

授
業
開
始
に
い
た
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確

認
す
る
。
そ
し
て
学
科
の
教
員
へ
、
障
害
学
生
が

在
学
す
る
こ
と
、
ま
た
各
教
員
が
そ
の
学
生
の
授

業
を
受
け
持
っ
た
場
合
、
で
き
る
か
ぎ
り
支
障
な

く
講
義
を
受
講
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
依
頼
す
る
。

教
務
課

教
務
課
で
は
授
業
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
障

害
学
生
の
個
々
の
状
況
を
把
握
し
、
視
覚
障
害
や

車
椅
子
利
用
の
学
生
に
は
教
室
移
動
が
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
、
定
期
試
験
で
の
別
室
受

験
会
場
の
設
置
、
時
間
延
長
（
通
常
時
間
六
〇
分

を
九

〇
分
に

延
長
）
、
試
験
問
題
の
点
訳
、
解
答

用
紙
お
よ
び
リ
ポ
ー
ト
の
墨
訳
等
を
行
う
。

ま
た
聴
覚
障
害
に
よ
り
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
受
講
が
難
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
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本学が実施している障害のある学生に対する具体的配慮の取組

図２ ［施設・設備面への配慮］

視覚障害学生 聴覚障害学生 肢体不自由学生
その他教育上特別な

配慮をしている学生

施設に関する配慮 ・エレベーター

・スロープ

・点字ブロック

・誘導鈴

・対面朗読室

・スロープ

・車イス用トイレ

・駐車場所の確保

京都市福祉基準協会

に適合するよう配慮

設備に関する配慮 ・点字案内板

・拡大読書機

・活字音訳装置

・点字パソコン

・点字プリンタ

・ペンライト ・車イス

・斜行リスト

・車イス用机

・荷物置きロッカー

図３ ［授業・定期試験における配慮］ ＊障害のある学生からの申し出により対応

視覚障害学生 聴覚障害学生 肢体不自由学生
その他教育上特別な

配慮をしている学生

授業に関する配慮 ・授業教室の配置 ・ノートテイカー

および手話通訳

者の配置

・授業教室の配置

・介助者の配置

定期試験に関する

配慮

・試験問題の点訳

・解答用紙、リポー

トの墨訳

・試験時間の延長



学
生
各
自
で
点
訳
や
拡
大
等
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

聴
覚
障
害

介
助
依
頼
者
数

：

一
四
名
（
男
性
六
名
、
女
性
八
名
）
終
日
講
義

を
受
講
す
る
依
頼
者
一
名
に
対
し
、
手
話
通
訳
者
二
名
（
終
日
二
名
）、

ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
四
名
（
午
前
二
名
・
午
後
二
名
）
を
基
本
と
し
最

小
限
配
置
。

依
頼
者
か
ら
の
希
望
の
介
助
内
容
（
情
報
保
障
）
を
取
り
ま
と
め
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
を
考
慮
し
て
い
る
。
主
と
し
て
、
本
学

手
話
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
を
中
心
に
配
置
し
、
ま
た
昨
今
聴

覚
障
害
者
か
ら
の
依
頼
が
多
い
こ
と
か
ら
、
数
年
前
よ
り
手
話
通
訳

ま
た
は
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
で
き
る
他
大
学
学
生
お
よ
び
一
般
社
会
人

に
も
呼
び
か
け
を
行
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
介
助
可
能
日
に
つ
い
て
は
、
学
生
課
に
て
取
り

ま
と
め
一
覧
表
を
作
成
し
、
シ
フ
ト
調
整
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
各
自
の
経
験
や
実
績
等
が
学
生
課
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

本
学
手
話
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
の
代
表
者
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ

調
整
担
当
者
二
名
）
と
調
整
の
う
え
、
学
生
課
に
て
シ
フ
ト
表
を
作

成
し
て
い
る
。

特
に
、
依
頼
者
が
受
講
す
る
講
義
内
容
を
シ
ラ
バ
ス
な
ど
で
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
課
）
あ
る
い
は
担
当

教
員
に
直
接
確
認
を
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
多
い
講
義
の
場
合
に
は
、
可
能

な
限
り
手
話
通
訳
者
の
配
置
を
優
先
し
、
実
技
系
科
目
（
音
楽
・
体

育
・
図
工
等
）
の
場
合
に
は
、
講
義
の
際
は
手
話
通
訳
者
と
ノ
ー
ト

テ
イ
カ
ー
を
、
実
技
の
際
に
は
手
話
通
訳
者
の
み
な
ど
、
講
義
に
応

じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
を
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
一
講
義
・
同
一
ク
ラ
ス
に
複
数
の
聴
覚
障
害
者
か
ら
介

助
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
同
時
に
手
話
通
訳
者
お
よ
び
ノ
ー
ト
テ

イ
カ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
了
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

肢
体
障
害

介
助
依
頼
者
数

：

三
名
（
男
性
一
名
、
女
性
二
名
）
に
対
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
一
名
を
配
置
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
介
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
依
頼
者
の
性
別
を
重
視
し
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
を
考
慮
し
て
い
る
。
主
と
し
て
、
本
学
社
会

福
祉
系
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
を
中
心
に
配
置
し
た
。
学
生
に

よ
っ
て
は
車
椅
子
か
ら
椅
子
へ
の
移
動
が
で
き
な
い
場
合
や
、
ま
た

教
室
に
よ
っ
て
は
固
定
机
・
固
定
椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
て
車
椅
子

の
ま
ま
机
に
向
か
え
な
い
こ
と
か
ら
、
車
椅
子
用
の
机
を
適
宜
配
置

す
る
な
ど
し
た
。
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先
や
情
報
の
提
供
、
企
業
開
拓
を
行
い
、
学
生
が
少
し
で
も
早
く
就

職
活
動
を
始
め
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
十
分
考
え
ら
れ
る
よ
う

教
員
と
も
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

図
書
館

障
害
の
あ
る
学
生
も
で
き
る
だ
け
支
障
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

館
内
に
「
点
字
図
書
」・「
視
覚
障
害
者
用
読
書
シ
ス
テ
ム
」・「
拡
大

読
書
機
」
等
を
設
置
し
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
も

確
保
し
て
い
る
。

管
理
課

主
に
ハ
ー
ド
面
の
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
が
、
学
内
の
施
設
設
備
に
つ

い
て
は
、
視
覚
障
害
者
・
身
体
障
害
者
用
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
各
建

物
・
教
室
の
点
字
案
内
、
ス
ロ
ー
プ
、
手
摺
の
取
り
つ
け
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
年
に
数
回
は
点
字
案
内
や
ブ
ロ
ッ
ク

の
破
損
が
な
い
か
を
確
認
し
対
処
し
て
い
る
。
障
害
学
生
に
と
っ
て

学
内
を
移
動
し
た
り
、
研
究
室
、
事
務
局
、
ト
イ
レ
な
ど
、
生
活
し

た
り
す
る
に
あ
た
り
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
点
字
案
内
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど

が
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
共
通
の
認
識
と
し
、
施
設
整
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

保
健
管
理
室

入
学
時
に
提
出
さ
れ
る
身
体
状
況
表
よ
り
、
各
障
害
・
配
慮
希
望

者
等
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
要
サ
ポ
ー
ト
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
で
の
配
慮
、
健
康
診
断
時
の
配
慮
等
、
相
互
に
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
心
臓
疾
患
等
の
内
部
疾
患
の
あ
る
学
生
に
お
い
て
は
必
ず
本
人

と
面
談
し
、
緊
急
時
の
対
処
法
、
連
絡
先
等
を
確
認
し
て
い
る
。

特
に
心
臓
疾
患
は
命
に
か
か
わ
る
発
作
が
起
こ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
保
護
者
も
含
め
面
談
し
て
い
る
。

支
援
の
実
例

図
１
の
と
お
り
通
学
課
程
に
対
し
て
通
信
課
程
に
学
ぶ
障
害
学
生

が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
支
援
の
実
例
に
つ
い
て
二
〇
〇

七
年
度
夏
期
通
信
課
程
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
例
に
記
載
す
る
。

視
覚
障
害

介
助
依
頼
者
数

：

三
名
（
男
性
二
名
、
女
性
一
名
）

依
頼
者
一
名

に
対
し
、
一
日
に
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
名
を
配
置
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
介
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
依
頼
者
の
性
別
を
重
視
し
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
を
考
慮
し
て
い
る
。
主
と
し
て
、
本
学
点
訳

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
を
配
置
し
た
。
講
義
中
の
介
助
を
必
要

と
し
な
い
依
頼
者
に
対
し
て
は
、
適
宜
手
引
き
誘
導
者
を
配
置
し
教

室
移
動
や
食
事
介
助
、
ト
イ
レ
介
助
を
行
っ
た
。
今
年
の
夏
期
ス
ク
ー

リ
ン
グ
で
は
、
当
日
配
付
資
料
の
点
訳
依
頼
が
な
か
っ
た
た
め
、
対

応
し
て
い
な
い
。
な
お
、
事
前
配
付
資
料
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
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の
就
職
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
就
職
の
機
会
は
む
し
ろ
一

般
企
業
に
も
広
ま
っ
て
お
り
、
勇
猛
果
敢
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
動
機

づ
け
を
図
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
今
後
更
に
就
業
形
態
が
多

様
化
す
る
時
代
背
景
に
鑑
み
、
在
宅
で
も
可
能
な
職
業
を
こ
な
す
専

門
的
能
力
を
涵
養
す
る
よ
う
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
今
後
の
展
望

平
成
一
九
年
度
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
Ｇ
Ｐ
に
本
学
が
提
唱
し
た
「
縁
（
え
に
し
）
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
に
よ
る
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
後
の
多
様
化
す
る
学
生
の
受
け
入
れ
を
視
野
に
入

れ
、
入
学
前
よ
り
、
四
〇
人
程
度
の
同
級
生
と
の
「
ヨ
コ
」
の
関
わ

り
、
上
級
生
と
の
「
タ
テ
」
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
教
職
員
と
の
「
立

場
」
の
関
わ
り
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
適
度
な
距
離
感
を
保
っ
た

「
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
共
同
体
を
作
り
、
学
生
の
孤
立
化
や

そ
れ
ら
に
と
も
な
う
修
学
意
欲
の
低
下
を
防
ぐ
取
組
で
あ
る
。
教
員
・

職
員
・
上
級
生
（
三
位
一
体
に
よ
る
学
生
支
援
体
制
）
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
で
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
学
生
の
目
線
に
近
い
と
こ

ろ
で
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
生
支
援
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
障
害
を
持
つ
学
生
も
当
然
こ
の
縁
の
中
に
い
る
こ
と
と
な
る
。

障
害
者
支
援
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
互
い
に
「
気

づ
き
」
「
気
遣
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
の
が
本
来
の
自
然
な

も
の
で
あ
る
。
大
学
内
に
は
と
ど
ま
ら
ず
こ
の
よ
う
な
支
援
が
社
会

に
お
い
て
普
通
に
実
践
で
き
る
た
め
の
共
育
が
「
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

支
援
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

今
後
三
位
一
体
支
援
体
制
の
確
立
と
縁
の
機
能
の
醸
成
を
は
か
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
血
の
通
っ
た
障
害
学
生
支
援
を
実
践
し
て
い

き
た
い
。
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キ
ャ
リ
ア
形
成
と
就
職
支
援

近
年
、
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
技
術
革
新
や
就
業
環
境
の
整
備
が
進
ん
で

お
り
、
以
前
よ
り
障
害
を
持
つ
学
生
の
就
業
可
能
性
が
高
ま
り
、
障

害
を
持
つ
学
生
も
そ
う
で
は
な
い
学
生
も
同
様
に
就
職
活
動
に
臨
め

る
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
背
景
を
受
け
佛
教
大
学
で
は
、
障
害
を
持
つ
学
生
に
対
し
て
も
、

そ
の
教
育
理
念
と
学
生
支
援
の
基
本
方
針
に
則
っ
て
、
人
間
力
の
構

築
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
就
職
支
援
の
基
本
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

以
下
に
そ
の
特
徴
的
な
取
組
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

一
キ
ャ
リ
ア
形
成

一
般
学
生
同
様
、
入
学
後
の
早
い
時
期
か
ら
「
働
く
こ
と
」
や

「
仕
事
」
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、

将
来

へ
の
目
的
意
識
を

持
て
る
よ
う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
系
共
通
科
目
と
し
て
「
現
代
社
会
と
職
業
」

や
「
自
己
表
現
」
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
講
義
を
実
施
す

る
際
も
、
他
の
講
義
同
様
、
障
害
を
持
つ
学
生
も
支
障
な
く
受
講
で

き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

佛
教
大
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
中
核
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
実
務
経
験
を
通
し
て
形
式
知
の
み
な
ら
ず
、
実

践
的
な
能
力
や
ス
キ
ル
を
養
う
と
と
も
に
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
選
択

に
資
す
る
よ
う
、
障
害
を
持
つ
学
生
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参

加
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
を
希
望
す
る
学
生
に
は
事
前
の
面

談
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
理
解
を
深
め
、
個
人
の
適

応
能
力
や
希
望
を
確
認
し
、
研
修
先
企
業
や
団
体
に
は
、
障
害
を
持

つ
学
生
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
通
勤
問
題
や
就
業
に
お
け
る
問
題
等

に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
十

分
実
施
し
て
い
る
。
佛
教
大
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
就
職
に

つ
な
が
る
手
段
と
し
て
考
え
て
は
い
な
い
が
、
障
害
を
持
つ
学
生
や

障
害
者
を
受
け
入
れ
る
企
業
や
団
体
に
と
っ
て
は
、
双
方
の
理
解
が

進
む
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
的
な
施
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

こ
の
促
進
に
努
力
し
て
い
る
。

二
就
職
支
援

就
職
支
援
に
お
い
て
は
、
障
害
を
持
つ
学
生
と
そ
の
家
族
と
の
話

し
合
い
を
重
要
と
考
え
就
職
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
懇
談

会
で
は
ご
家
族
の
不
安
や
心
配
を
緩
和
す
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
促

進
法
や
近
年
の
障
害
者
雇
用
施
策
を
基
本
に
最
大
の
可
能
性
と
適
応

に
配
慮
し
面
談
を
進
め
て
い
る
。
過
去
の
面
談
の
傾
向
か
ら
、
本
人

や
家
族
は
不
安
か
ら
教
育
機
関
や
特
殊
法
人
な
ど
限
ら
れ
た
分
野
へ
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